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「楽しい」を体感。遊びの創造性を高める「保育者クルクル研修」がスタート 

継続受講によってチームビルディングにつながり、保育士のやりがい向上に 

 

人手不足や業務負担が問題になる中、保育者同士が打ち解けあうことで離職防止にも期待。 

 

	 乳幼児期の運動あそびプログラム「リーベ式運動あそび®」や、遊びの創造性を高める楽しい保育

者向け体験型研修を展開する株式会社リーベ（本社：滋賀県大津市、代表取締役：阪田隼也）は、

これまでの「おもろイズム研修®」を、保育者が「楽しい」をもっと全身で感じることができるよう

「保育者クルクル研修」として、2022 年 1 月 20 日より全面リニューアルします。人手不足やコロ

ナ禍による業務の増加は、保育者同士の関係性悪化や保育者のやりがい低下につながる大きな社会

問題です。保育者が「楽しい」と心から感じながら、自分たちの仕事の価値を再確認する研修を提

供し、やりがいの向上や保育現場のチームビルディングを目指します。研修を通しチームで働くと

いう意識が生まれることによって、離職防止も期待できます。 

 

保育者の研修は「こうあるべき」「しなければならない」という 

内容が多い中、「保育者クルクル研修」は、先生と

いう立場を離れ、ありのままに楽しむことができる

遊びを中心としたプログラムです。楽しい時にこ

そ、素直に自分の気持ちと向き合うことができ、今

を前向きに受け入れることで、モチベーションがア

ップします。 

 

保育者が楽しい＝子どもも楽しい。保育の質向上へ 

リニューアルした「保育者クルクル研修」は、

ヒアリング・研修プログラム構築・研修 3 回（全

10 種の遊びから選択）・結果報告・次年度計画を

半年かけて行う内容です。半年間ありのままで向

き合うことで混乱や迷いも生まれますが、ともに

乗り越えることによって、強いチームに育ってい

きます。受講した保育者からは「笑い涙が出るほ

ど楽しかった」「楽しい、おもしろいを追求する

と、気づいた時に成長している」「次からの保育

に活かせて、子どもの反応も変わってヒントを得

ることができた」という声があり、子どもたちの

「楽しい！」も拡がっています。さらに研修の記

録写真や動画を保護者に伝えることで、「こんな

に素敵な先生たちが働いているんだ」という園の魅力

発信にも活用できます。「あそびは、まなび」をキー

ワードに、保育者が自由にワクワク時間を過ごすこと

で良き学びを提供し、保育の質向上へ貢献していきま

す。 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

 

 

本件に関するメディアからの問い合わせ先 

株式会社リーベ (広報担当:阪田)   HP: https://liebe-japan.com/ 
〒520-0113 滋賀県大津市坂本 6-7-51 

電話: 050-3482-2137  mail:info@liebe-japan.com  



保育者クルクル研修とは 

 

「こうあるべき」「しなければならない」と考えてしまうと、保育者が子どもたちを平面的に見て

しまいます。まずは、保育者自身が自由にワクワク時間を過ごすことが良き学びを得られると考

え、「全 10 種の遊び」を中心とした研修を構築しました。「楽しい」を体感することで、遊びの創

造性を高めるだけでなく、「クルクル」と子どもを見る視点に変化が生まれます。大人が楽しみゆ

とりができると、子どもの面白さを気づくようになり魅力を再発見できます。 

リニューアルした「保育者クルクル研修」は、ヒアリング・研修プログラム構築・研修 3 回（全 10

種の遊びより選択）・結果報告・次年度計画を半年かけて行う内容です。単発ではなく、継続して

実施することで、保育者同士もどんどん打ち解け、チームビルディングにもつながることも魅力で

す。 

 

 

参加した保育者の声 

 

・楽しいことはもちろんいいこと。でもどこかに楽しいだけじゃあかんっていう意識をもってた。

ちゃんとしなあかんって。 

でも今日のお話をきいてちょっと気が楽になった。 

 

・アフロコーチの話を聞いて子どもを見守ったり、寄り添ったり、励ましたり、ということを「し

なあかん」とばかり思っていて、どんどんしんどくなってきていた自分に気づきました。まずは自

分の気持ちから「楽しい」と意識できるように自分のしたいことをどんどん楽しもうと思いまし

た。 

 

・まずとにかく楽しかったです。初めは、手あそびのようなものを教えてもらうのかな・・・と思

っていたのですが、本当に自分が大人だという事を忘れてただ気付くと大笑いしていました。 

日々の保育の中だと、「楽しさ」より、「先生」「大人」などのわくの中にいて頭でっかちだった

な・・・と思いました。 

まず、自分も一緒に楽しいと自然と感じれる事・・・簡単そうで難しい・・・ 

でも、ただじゃんけんするだけでこんなに笑えるんだー！！単純！！って思いました（笑） 

それに、気付けて良かったです！ありがとうございました。 

 

・自分自身大人になってから何事にも興味関心が薄くなり楽しいと思うことが減っていて子どもの

ときはあんなに楽しかったのにと思うことが増えていて、そんな時にこの研修を受けて自分の感情

とか色々なことに刺激を受けて本当に良かったと思ってます。 

 

・この研修を受けて、保育に対する考えがとても変わりました。今までは自分に余裕なく、子ども

と一緒に楽しめていたのかな？子どもに無理させてたのではないか？と反省することも多くありま

したが、アフロコーチの楽しいの先に育ちがあるというのを聞けて、考え方も変わり、月曜日から

の保育が楽しみになりました！ 

 

◆阪田隼也 プロフィール 

びわこ成蹊スポーツ大学「幼児体育」専攻、学生時代にキッズサッカープログラムを運営。卒業

後、京都市内小中学校にて、保健体育科講師として勤務。その際、運動が嫌い、遊ばない子どもを

見て、就学前の体づくりの在り方に疑問を持ち、「子どもの心と体を思いきり満たす運動プログラ

ムを提供したい」と、2012 年、リーベ式運動あそび®�を開発！大人も子どもも関わるみんなが楽し

くなる運動あそびを実践中。 

2005.04 びわこ成蹊スポーツ大学入学「幼児体育」専攻、キッズサッカープログラム運営 

2009.04 京都市内小中学校にて、保健体育科講師として勤務 



2011.04 エルフェデザイン株式会社入社 西日本エリア運動あそび指導・環境デザイン担当 

2012.04 リーベ起業 リーベ式運動あそび®の開発・指導を開始 

2019.09 株式会社リーベ設立。楽しい運動あそび・楽しいおとな研修・楽しいこども遊具の３つの事

業部を新設。 

 

＜有資格＞ 

小学校教諭一種免許状 ／ 

中学校教諭一種免許状（保健体育）／ 

高等学校教諭一種免許状（保健体育）／ 

スポーツ指導基礎資格（スポーツリーダー）／ 

（公財）日本サッカー協会公認キッズリーダー資格 U-10 ／ 

（公財）日本サッカー協会公認 C 級コーチ  

 

【会社概要】 

社名 株式会社リーベ 

所在地 520-0113 滋賀県大津市坂本 6-7-51 
代表取

締役 
阪田 隼也 

創業 2012 年 4 月 1 日 （法人設立 2019 年 9 月 2 日） 

事業 

リーベの楽しい運動あそび 事業部 

リーベの楽しいおとな研修 事業部 

リーベの楽しいこども遊具 事業部 

 


